一般社団法人　佐賀県 県土づくりコンサルタンツ協会
委　 員 　会 　活 　動 　紹 　介
当協会では、委員会設置規程により、６委員会を設けて当協会の目的を実現していくための事業を行うことにいたしております。
以下、各委員会の所管事項並びに平成23年度事業実績及び24年度の事業計画についてご紹介いたします。

〘　　設　　計　　委　　員　　会　　〙

※ 所管事項

　1. 設計技術関係の調査、研究及び研修に関する事項

　2. 技術士、RCCM他資格試験に関する事項
　3. 設計に関する新技術の開発に関する事項
　4. 大学、技術士会、学会等との交流に関する事項

平成23年度事業実績

1. 研修分科会

　  1) 月例実務研修会の実施

　　　　若手技術者による設計事例の発表後、ファシリテータを中心に参加者と意見交換、質疑応答を行い、参加者全員のプレゼンテーション力、技術力の養成を図った。また、当面する社会資本の長寿命化に直接関連する研修や、シンクタンク研修として、主に幹部技術者を対象に、高度な技術を習得する研修を行い、当研修会を通し、更なるスキルアップを図った。

　　　　 また、ＣＰＤ（継続教育）の必要性から継続教育認定の講座とした。
第１回　①屋外体育施設における排水設計について
　　　　　②コスト削減を意識した県道の詳細設計
　　　　　③国道323号の地域性を考慮した設計
第２回　①呼子地区の落石対策工詳細設計
　　　　　②道路拡幅に伴う函渠基礎の段差抑制を考慮した設計
　　　　　③擁壁構造物のコスト比較と問題点
第３回　①道路拡幅に伴うL型擁壁の支持地盤の設計と施工時の乖離
　　　　　②地域条件に沿った道路横断計画
　　　　　③コスト縮減を考慮した水道管渠設計
第４回　①炭素繊維を緊張した補強工法｢アウトプレート工法｣について
　　　　　②高ﾁｸｿﾄﾛﾋﾟｰ性を有する断面修復ﾓﾙﾀﾙ材｢なおしﾀﾙ｣について
　　　　　③鉄筋コンクリート橋・鋼橋の補修補強事例と最近の補修工法について
④地下埋設された鉄筋コンクリート構造物の面的背面止水工法の施工事例
　　　第５回　①メタル橋の補修・保全について
　　　　　　　　②コンクリート構造物の補修における調査・設計について
　　　第６回　①橋梁下部工の設計と工事例（鋼管矢板基礎：有明嘉瀬川大橋）

　　　　　　　　②軟弱地盤の設計における課題
（有明海沿岸道路の実証盛土を例として）

　　　第７回　①深層混合処理工法基礎における第四紀学的知見の
活用と課題について
　　　　　　　　②建設関連技術者のための地形判読入門
　　　第８回　①有明海沿岸の堤防を守るリスクマネジメント

　　　　　　　　②環境との調査に配慮した農業・農村事業への取組み

　        2) 平成23年度建設技術職員研修(土質講座、道路・道路構造物講座)への
講師派遣

　　　　① 軟弱地盤処理工法の選定

　　　　② 水路用ボックスカルバートの木杭底盤系基礎

2．研究分科会

　　 1) 木材利用研究会の主催

　　　　① 月例研究会開催

　　　　　 ・木杭－緩衝層システム工法に関する調査・研究の実施

　　　　　 ・クリーク防災事業に係わる木杭活用工法の提案及び現場試験の実施

　　　　　 ・L型擁壁木杭基礎試験施工箇所の動態観測を継続

　　　　②　佐賀大学ほかへの研究論文の提出による研究会成果の広報活動

　　　　③　設計マニュアル（改訂版）の広報・普及

　　　　④　土木における木材の利用拡大に関する横断的研究会への協力

　　 2) 品質確保検討会へ参画

　　　　①　ＴＱＭ分科会で計画されている設計・施工者間での意見交換会設立に向けての活動及び意見交換会への参画
　　　　②　出先機関との意見交換会への協会会員の参画

　　　　③　ＡＭ分科会で実施された、小関橋の調査・解析への参画

3. ＡＭ分科会
　　　　① 橋梁等の長寿命化に関して具体的な点検・調査のやり方を実習し補修のあり方・工法について調査・研究した。
平成24年度事業計画
設計委員会の活動は、研修分科会、研究分科会、ＡＭ分科会の３分科会が中心となり実施する。新たなる課題については、委員会が窓口となり対応する。また、県との「災害応援協力に関する協定」締結に向け測量委員会と共に取り組む。

1. 研修分科会

　　1) 月例実務研修会の実施
　　　　・ 実務に直結する、AMに関する点検や調査手法及び補修工法に関する研修を中心に実施し、当面する業務のスキルアップを図る。また、若手技術者による設計事例の発表、ファシリテータを中心に参加者と意見交換等も行い、参加者全員のプレゼンテーション力、技術力の養成も図る。シンクタンク研修とし、主に幹部技術者を対象とし、高度な技術を習得する。また、ＣＰＤ（継続教育）の必要性から継続教育認定の講座とする。

　　2) 平成24年度建設技術職員研修(土質講座、道路・道路構造物講座)への講師派遣

　　　　① 軟弱地盤処理工法の選定

　　　　② 水路用ボックスカルバートの木杭底盤系基礎

2. 研究分科会

　　1) 木材利用研究会の主催

　　　　① 月例研究会開催

・木杭-底盤系基礎の沈下検討・研究、マニュアル追版検討
・木杭-緩衝層システム現場試験（有明海沿岸事務所管内）調査・研究
　　　　　 ・クリーク防災事業に係わる木杭活用工法の研究・提案

　　　　　 ・L型擁壁木杭基礎試験施工箇所の動態観測継続

2 木材利用研究会成果の広報活動

　  ・木材利用シンポジウム論文発表

　 ・土木学会木材利用研究発表会論文発表
　 ・土木における木材の利用拡大に関する横断的研究会（木材工学特別委員会）ライブラリー執筆
　 ・KABSE（九州橋梁・構造工学研究会）木材利用研究会参画・研究

　　　　③　既刊マニュアルの技術支援・広報

　　  ④　こうした諸研究を業務につなげていく活動に取り組む
　　2) 品質確保検討会へ参画

　　　　①　ＴＱＭ分科会で計画されている設計・施工者間での意見交換会設立に向けての活動及び意見交換会への参画

　　　　②　出先機関との意見交換会への協会会員の参画

　　　　③　ＡＭ分科会で予定されている、小関橋の調査・解析への参画

３．ＡＭ分科会
　　　　① 橋梁等の長寿命化に関して補修設計マニュアル等について研究し、その成果を広報していく。

　　　　②　河川管理施設・公園等の分野に関する勉強会及び講習会を開催する。
























































































－１５－





－１５－





















